
 

 

 

 

 

生徒会役員候補者政見放送実施！ 9/21 ・ 生徒会役員選挙実施！ 9/28 

―立会演説会・投票を行いました！ いよいよ３年生からのバトンタッチ― 

学校行事や生徒会活動、そして部活動と、今まで学校を 

リードしてきた３年生から１・２年生へとバトンタッチす 

る時期となりました。その第一歩として、生徒会役員候補 

者による政見放送に続き、生徒会役員選挙を実施しました。 

昨年同様、感染症対策により、立会演説会は集会の形を 

とらずにライブ配信により実施し、生徒は立候補者の演説 

を聞き、その後投票を行い生徒の代表を選出しました。 

生徒会活動は、生徒が主体的に「学校をより良くしよう」 

という思いで活動するものです。新生徒会執行部には、全校 

挙げての取り組みを期待したいと思います。 

 

基礎・基本力コンクール実施！ ―小中連携事業が山陽新聞に掲載されました！― 9/23 

９月１６日（金）に、第 2回『基礎・基本力コンク 

                   ール』を実施しました。この小中連携の取り組みが、 

山陽新聞で紹介されました。今後も継続的に実施して 

いく中で、基礎学力の定着に効果が表れることを期待 

しています。そして、主体的に学ぶ姿勢や家庭学習の 

充実に繋がってくれることを願っています。 

 

 

 

第１回進路説明会実施！ ― 進路決定に向けて… ― 9/30 

３年生保護者対象の進路説明会を実施しました。 

進路決定に向けて、重要な時期に差し掛かってき 

ます。今回は、制度が始まって３年目となる私立 

高校のインターネット出願についての説明を行い 

ました。入試日程を確認した上で、進路懇談まで 

にご家庭で進路についての相談をしっかりとして 

もらいたいと思います。将来を見据えて、本人の 

意思・適性を考慮しながら、進路決定をしてもら 

いたいと思います。学校としても第３学年職員を 

中心に、サポート体制を整えて、精一杯の支援を 

していこうと考えています。 

◇演説を行う立候補者の様子 

裏面に続く⇒ 
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◇山陽新聞に掲載された記事 

◇進路説明会の様子 



備南東地区中学校新人体育大会開催！ ―北中フレッシュパワーの底力― 9/24～10/1 

秋晴れに恵まれ、備南東地区中学校新人体育大会が開催されました。感染症の影響で、活動が

制限された時期もありましたが、生徒は活動の場があることに感謝して大会に臨みました。競技

によっては感染症対策をとりながら、保護者の方に限り観戦を可能として、生徒の活躍の様子を

見ていただけるように運営されていました。少しずつではありますが、様々なスポーツイベント

も従来の形態に戻りつつあります。社会を活気づけるように、中学生のフレッシュパワーを思う

存分発揮することができたのではないでしょうか。 

部活動 氏 名 大会・コンクール 種目(個人) 成 績 

サッカー 登録メンバー 備南東地区中学校新人体育大会【県大会出場】 サッカー 優 勝 

バスケット 登録メンバー       〃      【県大会出場】 女子バスケ 優 勝 

〃 〃       〃            【県大会出場】 男子バスケ 第３位 

陸 上 山本 祥子       〃            【県大会出場】 1 年女子 1500m 第１位 

【県大会出場】 

男子（２年）馬越 悠、網野誠人、竹井 涼、西村拓真、山内泰晴 （１年）前田明樹、三宅陸富、鴨井太吹 

女子（２年）山田青空、西本志穂  （１年）安井乃愛、小田上優菜、畑 若那  

卓 球 登録メンバー      〃           【県大会出場】 女子団体 第２位 

〃 【県大会出場】女子個人（２年）石坂綾音、西田喜子、藤原汐里、藤田彩香梨、藤本真緒、河井咲穂 

ハンドボール 登録メンバー       〃  【県大会出場】女子・男子 女子ハンド 第３位 

柔 道 宇野 泰成      〃 男子 55Kg級 第 1位 

〃 酒井 丈瑠      〃 男子 90Kg超級 第 1位     

〃 【県大会出場】男子個人（２年）宇野泰成、酒井丈瑠 （１年）藤田斗翔 

相 撲 登録メンバー      〃 団 体 第３位 

〃 酒井 丈瑠      〃 個 人 第３位 

〃 【県大会出場】団体、個人（２年）宇野泰成、酒井丈瑠（１年）藤田斗翔、渡邊元気 

ソフトテニス 【県大会出場】 女子個人（２年）河村紗菜、川手莉歩ペア 乙倉七海、植盛望愛ペア 

バドミントン 【県大会出場】 女子 S（１年）池田綾美、女子 D（１年）池田綾美、古澤寧々 
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